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ୈ２અ　弥生時代の集落ಈ޲

１　調査の֓要
　今回の調査（̑次）は、弥生時代の遺構が確認された̏・４次調査のࡉ長い調査区を͗ܨ合わせるよう
な部分が対৅となり、遺跡や集落を面తに೺ѲすることがՄೳとなった（ୈ 19 ਤ）。̏～̑次調査で検出
された弥生時代の主な遺構は、竪穴建物跡 16 土器、ج木棺墓９、ج礫床木棺墓̑、ج竪穴状遺構̏、ݢ
棺墓１ج、掘ཱப建物跡̒౩である。̑次調査では、それらに加えてʮ環状土坑列ʯとݺশする、大ܕ土
坑がପԁ状に഑置する遺構２列がॏなり合うように確認された。

２　集落分布とมભにͭいて
　ここで弥生時代の遺構分布と、そのมભを֓観してみたい。４次調査では弥生時代中期後半͔ら古墳時
代前期初頭·でを̑期に分͚ている。特に中期後半では竪穴建物跡出土土器の編年త位置͚ͮを࣠جとし
て、୸ૉ 14 年代測定の݁Ռや遺構分布等の検౼͔ら、墓跡や掘ཱப建物跡等の遺構をؚめて集落มભを
みている（鶴田ࢼ 2016）。今回は、このมભҊをج本とするが、中期後半の遺構どうしがॏෳすることが
΄とΜどなく、出土土器の時期෯がある遺構をफ़別することはࠔ೉であることや、時期ܾ定できる土器出
土の΄とΜどない墓跡や環状土坑列等を͔ࡉく時期ܾ定するࠜڌがないため、４次調査の時期区分より大
࿮でଊえ͟るをಘない。·た本集落の࠷ऴ時期は、４次調査ではʮ弥生時代後期後半～古墳時代前期初
頭ʯであったが、今回、出土土器等の検౼͔らʮ古墳時代前期初頭ʯとした。
　竪穴建物跡等の出土土器の時間෯は、中期後半が４ஈ֊、後期前半が１ஈ֊に分͚られる。中期後半は
古いॱに２ࣜ～１ࣜྛ܀古ஈ֊、ಉ２ࣜ古～৽ஈ֊、ಉ２ࣜ৽ஈ֊、ಉ２ࣜ৽ஈ֊～̏ࣜで、後期前半は
٢田ࣜである（ୈ 19 ද）。
　·ͣ地形を֓観すると、弥生時代に千曲川は遺跡東側を流れ、千曲川西؛沿いに自然堤防が発ୡし、自
然堤防と西部ࢁ地ٴͼઔ状地にڬ·れた௿地部には後എ࣪地が޿がっていた。集落跡は自然堤防上に形成
され、千曲川の東対؛にྛ܀遺跡の集落跡がある。集落西側の後എ࣪地（現千曲川Տ道・൙ཞ原）は水田が
໛なنに区੾る小޲域であったと想定する。·た自然堤防上の集落域を東北東͔ら西南西の方࢈がる生޿
谷地形（4%06（4%02））は、中期後半·では水域として存在し、後期前半に埋没したと考えられる。
　集落のมભを竪穴建物跡と竪穴状遺構で௥うと（ୈ 114 ਤ）、初めて集落が形成された２ࣜ～１ࣜྛ܀古
ஈ֊はچ千曲川と谷地形の間に小さく·と·る。次の２ࣜྛ܀古～৽ஈ֊では谷地形྆側にࢄອな分布を
みせ、２ࣜྛ܀৽ஈ֊になるとߋに分布域が西に޿がる。この時期、竪穴建物跡がີ集し、一部ॏෳする
場合があるため、࣮ࡍには２～̏ஈ֊にࡉ分されよう。中期後半期࠷後の２ࣜྛ܀৽ஈ֊～̏ࣜは、分布

ୈ 19 ද　出土土器の時期෯と֘౰遺構

出土土器の時間෯ 遺　構　名

中期
後半

֊２ࣜ古ஈ～１ࣜྛ܀ ̏号ॅ（̏次）、4#15、4#29、4206
礫床木棺墓、木棺
墓、掘ཱப建物跡、
環状土坑列

֊２ࣜ古～৽ஈྛ܀ ２号ॅ（̏次）、4#07、4#08、4#22（4#05）、4207（２ࣜྛ܀）
֊２ࣜ৽ஈྛ܀ 4#06、4#17、4#18、4#19、4#20、4#21、4#24、4#25（4#14）
ࣜ̏～֊２ࣜ৽ஈྛ܀ １号ॅ（̏次）、4#04、4#30（4#11・12）、4,174（土器棺墓）

後期
前半 ٢田ࣜ 4#09、4#13、4#23、4#26、4#27、4#28、4,240（٢田ࣜ古ஈ֊）

˞埋没谷地形 （٢田ࣜ～１ࣜྛ܀）（4%02）4%06
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域が࠷も޿がり、長さが 10 ̼を測る௒大ܕ竪穴建物跡 4#30（4#11・12）が東側に築଄されている。これ
ら以֎の遺構分布をみると、掘ཱப建物跡や小ن໛なϐοτ܈は、集落北西の後എ࣪地に͔޲うࣼ面ݞ部
に分布し、このลりが集落域の北西ݶと考える。墓域は谷地形東側の一͔所に小さく·と·り、環状土坑
列は࠷もඪ高の高い南東部分に位置する。
　後期前半の集落は、東にภる޲܏がڧ·り、چ千曲川Տ道側の֑面によって、この時期以߱の遺構がෳ
਺࡟られていること͔ら、弥生時代の自然堤防は今より東側に޿がり、集落自ମも地形に沿って東側΁ల
։していたものと考える。次の古墳時代初頭になると、この一ଳはॅډ域͔ら周溝墓を築଄する墓域΁と
土地ར༻がมわっていく。
　本ষୈ１અでも৮れたが、中野市遺跡ৄࡉ分布ਤ（中野市ڭҕ 2014）では、౰遺跡のൣ囲をچ千曲川東
沿いの自然堤防上をࡉ長くׅっている。̏～̑次の調査成Ռ͔ら、そのൣ囲には、ີ౓のೱ୶はあるとし
ても、縄文時代͔ら古墳時代の集落跡（遺構）等が検出されることは確࣮である。·た遺跡ൣ囲֎の自然
堤防西側ࣼ面͔ら後എ࣪地（現千曲川流域）·での一ଳでは、Լ流域の柳୔遺跡や川ٱ保遺跡、上流域の
長野ຍ地にお͚る調査例を౿·え、水田跡や༻水路等の生࢈域に関܎する遺構の存൱にͭいて、े分஫ҙ
を෷う΂きであΖう。

̏　墓域にͭいて
　４・̑次調査で検出された墓跡は礫床木棺墓が̑ج、木棺墓が９ج、土器棺墓が１جで、いͣれも中期
後半にଐすると考えられる。礫床木棺墓と木棺墓は集落を分அする谷地形の東側、̗区集落域の΄΅中央
の東西７̼、南北 12 ̼のൣ囲に·と·り、西側は４次調査以前に࡟ฏされていた部分·で޿がっていた
ことが༧想される（ୈ 25・114 ਤ）。

第 114 図　弥生時代・古墳時代の遺構分布と時期変遷
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　木棺墓で掘方શମが࢒るものは９ج中̏（15・12・4.08）جのみで、他はฒ行する木ޱ跡のみが検出さ
れている。࢒りのྑい木棺墓と礫床木棺墓の掘方ϓϥンに大きなҧいはなく、礫床木棺墓の場合、掘方や
木ޱ跡಺にはඞͣ礫床等に༻いた小ԁ礫がؚ·れてる。このこと͔ら、木ޱ跡のみ検出された場合、小ԁ
礫がࠞೖしていないことを木棺墓と認定するࠜڌの一ͭとした。
　これらの墓跡にͭいて、ن໛を大小に分͚、主࣠方޲の޲܏を·とめた（ୈ 20 ද）。主࣠長 100～140ᶲ
の小ܕタΠϓは７ج（うͪ礫床２）、180～230ᶲの大ܕタΠϓが７ج（うͪ礫床̏）とಉ਺である。主࣠方
を޲で、ਅ北方（礫床̏）ج北東͔ら東（ᶈ・ᶉ）が̒、（うͪ礫床２）جは西͔ら北西（දᶃ～ᶇ）が̔޲
・が΄΅主࣠をಉ͡くする事例として、4.01（礫床）・4.03（ද中のᶄجくものはない。このうͪෳ਺޲

̣70～60°̬ ）、4.08・4.12（ᶇ・̣30～20°̬ ）、4.05（礫床）・4.10・4.16（ᶈ・̣30～40°̚ ）、4.07
（礫床）・4.06（礫床）・4.11・4.13（ᶉ・̣55～70°̚ ）がある。これによると礫床の༗ແに関܎なく、２
をみると、礫床のあるگがみられる。合わせて分布状޲܏をಉ͡くする޲が主࣠方ج̏～ 4.01・4.02
と木棺墓の 4.03・4.04 の４جはۙ在し、主࣠方޲は̣90～50°̬ のൣ囲にある。·た礫床の 4.06・
4.07 は࣠方޲が΄΅ಉ͡で、掘方がॏなるఔྡ઀している。木棺墓の 4.08・4.12 はۙ在し、ن໛も
主࣠も΄΅等しい。
　副૴品としては、小ܕの礫床木棺墓 4.07 のۄ؅ 20 ఺の他に見౰たらない。ۄ؅は礫床面の北東側に
·と·り、ट০り等でඃ૴者に૷ணされていたՄೳੑがある。いͣれも石ࡐは྘৭ڽփؠとみられ、ฏ
は長さ（大࠷～小࠷）αΠズۉ 7�6ᶱ（5�9～11ᶱ）、෯ 2�6ᶱ（2�3～2�9ᶱ）と΄΅ۉ一なࡉく୹いۄ؅である。
墓跡のن໛も小さく、ڙࢠの墓とਪ࡯される。ۄ؅はこの他に遺構֎であるが、墓域಺͔ら２఺出土して
いる。いͣれも෯が̔～９ᶱとଠく、׬形の１఺の長さは 24ᶱあり、4.07 出土品とは༷૬がҟなる大ܕ
の部ྨである。これらは礫床部や木棺部がফࣦした墓跡や、西側の࡟ฏされたൣ囲の墓跡に副૴されてい
たものであΖう。
　なお、４次調査で確認された中期後半の土器棺墓（4,174）は、調査ൣ囲を͛޿たが、これ以֎に発見
されͣ、集落಺においてۃめて特घな遺構（墓跡）であったと考えられる。

４　環状土坑列にͭいて
　̑次調査での৽発見遺構としてʮ環状土坑列ʯがある。調査区಺で࠷もඪ高の高い̗区中央北東دりで
等高線に沿うように２列が検出された（ୈ 18・20・27・114 ਤ）。
　この一ଳは後世の͔くཚを΄とΜどड͚ていないこと、弥生時代中期後半期の遺構は΄΅ॏෳなく分
布すること等、遺構の࢒存しやすい৚݅が੔っていて、検出ஈ֊で環状にฒͿ土坑܈を၆ᛌすることが
できた。それにより、構成する土坑の調査を౷一した方法でܭըతに進めている９。県಺では弥生時代の

ୈ 20 ද　礫床木棺墓・木棺墓の主࣠方޲とن໛

主࣠方޲
礫床木棺墓 木　棺　墓

小ܕ（140～100ᶲ） 大ܕ（230～180ᶲ） 小ܕ（140～100ᶲ） 大ܕ（230～180ᶲ）

西

ᶃ̣90～80°̬ 4.04
ᶄ̣70～60°̬ 4.01 4.03
ᶅ̣60～50°̬ 4.02
ᶆ̣50～40°̬ 4.15

北

東

ᶇ̣30～20°̬ 4.08、4.12
ᶈ̣30～40°̚ （4.05） 4.10、（4.16）
ᶉ̣55～70°̚ 4.07 4.06 4.11、4.13

９　೟⃋田Ղஉࢯや࡫୔ࢯߒより調査ࢦಋٴͼ༗ӹなࣔڭをಘた。
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こうした遺構のྨ例が見౰たらな͔ったので、縄文時代の長野県原村Ѩٱ遺跡等の方形ப穴列（縄文時代

前期）や、北཮地方の石川県金୔市νΧϞリ遺跡等の環状木ப列（縄文時代൩期）をࢀ考として、ப穴列で
あるՄೳੑを想定した。このため検出ஈ֊で土࣭͔ࠩらபࠟ跡らしき部分をできるݶり見出し、土૚அ面
でその༗ແを確認した。·た土坑ఈ面の観͔࡯ら部分తなߗ化૚が確認される土坑がෳ਺あり、பをਾえ
るためのషり土と想定した。検出ஈ֊でபࠟ跡らしき部分を見出した 18 でபࠟ跡が࡯のうͪ、土૚観ج
確認されたのは̒جであるが、これは౷一した方法で調査を進めた݁Ռである。このこと͔ら、遺構名শ
をʮ環状ப穴列ʯとଐੑをݶ定せͣ、ʮ環状土坑列ʯとした。
　環状土坑列のଐੑはୈ 21 දに·とめた。南列も北列もその半分以上が北側の調査区֎に࢒存するが、
調査部分͔ら、その༷૬を考࡯したい。
　·ͣ時期であるが、時期ܾ定できる出土遺物が΄とΜどなく、埋土の土࣭が中期後半の竪穴建物跡等の
遺構とಉ࣭であること、南列の土坑（4,241・4,386）が弥生時代後期前半の竪穴建物跡 4#27 にյされて
いること͔ら、弥生時代中期後半にଐする遺構と൑அした。·た北列 4,242 が南列 4,249 を੾ること͔
ら、構築は南列、北列のॱとする。なお調査区ࡍの北列 4,379 埋土಺͔ら࠾取した୸化ࡐ小片の୸ૉ 14
年代測定では縄文時代中期ࠒの年代をಘたが、地区ڥ界の調査৚݅のよくない地఺で、ද土௚Լの埋土１
૚上૚͔ら࠾取した୸化物小片のため、ࠞೖ物として取りѻった。
ʑの遺構ଐੑを見ていく（ୈݸ　 27・57～60 ਤ）。南列は 16 調の環جの土坑が確認されている。長ପԁج
状ϥΠン上に土坑が΄΅等間ִにฒͼ、東۱の 4,260 と 4,261 のみが環状ϥΠン͔らಥ出した位置に
ฒ列する。྆土坑はฏ面がུ半ԁ形をしたઙい土坑で、土坑間の中৺࣠線に対して対শ（線対শ）にある。
この中৺࣠のԆ長線上に環状ϥΠンの北西௖部にある 4,249 の中৺఺があるため、これを南列の主࣠線
と想定し、方位は北͔ら 53 ౓西に܏く。主࣠線の北側で།一検出された 4,262 は主࣠線南の 4,259 と
΄΅対面する位置にある。これをࠜڌに主࣠線をڬΜでࠨӈ対শに土坑が഑列すると考えた場合、南列は
調査区֎にあるະ検出 11 をؚむ、土坑ج 27 ໛は主࣠長نで構成され、そのج 18�1 ̼、副࣠長 13�6 ̼を
測る。
　北列を構成する土坑は南列の土坑より大きくਂく、பࠟ跡がある土坑もଟい。土坑の間ִや環状ϥΠン
のن໛は南列と΄΅มわらないとみられるが、࢒存するԁހがਅԁにۙく、形状が南列よりԁ形にม化し
ているの͔もしれない。·た南列と北列の環状ϥΠンは交ࠩしているため、ಉ時存在は考えにくく、南列
のഇઈ後、位置を̼̒ఔ北側΁ͣらして、北列をͭくり替えたものと想定する。

ୈ 21 ද　環状土坑列のଐੑ分ྨ

ଐ　　ੑ 南　　列 北　　列
１ 主࣠方޲ ̣53°̬ （ਪ定） 南列とಉ方޲と想定
２ 主࣠長 18�1 ̼ 11�2 ̼（現存長）
̏ 副࣠長 13�6 ̼（ਪ定） 2�5 ̼（現存長）
４ 構成土坑਺ 16 以上（ਪ定ج 27 （ج 以上ج９
̑ 土坑の大きさ（ฏۉ஋） 長さ 66ʷ෯ 56ʷਂさ 32ᶲ 長さ 74ʷ෯ 67ʷਂさ 47ᶲ
̒ ਂさが 40ᶲ以上の土坑 ̑ ̒

７ 埋土観࡯でபࠟ跡のある土坑
（Χοコ಺はఈ面ߗ化部の༗ແ） ２（２） ４（１）

̔ ఈ面にߗ化部のある土坑 ９ ̑

９ 土坑間の長さ　˞１
ฏۉ஋（࠷小～࠷大஋） ฏۉ 1�8 ̼（1�3～2�1 ̼）　˞２ ฏۉ 1�7 ̼（1�5～1�9 ̼）

˞１　பࠟ跡のある場合はபࠟ跡の৺ʑ、ない場合は土坑の中৺間の長さを測った。
˞２　環状ϥΠン͔ら東にಥ出してۙ在する 4,260-4,261（0�8 ͼ、その前後のٴ（̼ 4,259-4,260（3�0 ̼）、4,261-262（3�0 ̼）

はআいたฏۉ஋である。
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ୈ２અ　弥生時代の集落ಈ޲

　次に環状土坑列の構଄を考えてみたい。南列ではபࠟ跡や土坑ఈ面にߗ化部を࣋ͭような、பをਾえた
Մೳੑが高い土坑が９ج、北列では̑جある。பࠟ跡͔ら想定されるபܘは 15～20ᶲఔ౓で、土坑ن໛
に対してあ·りଠくない。பࠟ跡のない土坑も、形状やن໛、埋土はபをਾえたとする土坑によくࣅてい
て、いͣれの土坑にもபをཱてていたものとしたい。し͔しながら、4,260 や 4,261 のようにඇৗにઙ
い土坑もগな͔らͣあるため、建物跡の主பのように上԰をࢧえる機ೳはなく、中央のۭ間を等間ִにཱ
てたபで環状に取り囲むような施ઃであったのではな͔Ζう͔。ઙい土坑にཱてられたபは、ԣ木等によ
って周囲のபと࿈݁されていたՄೳੑもある。·た東۱にಥ出する 4,260 と 4,261 は中央ۭ間と֎界を
݁Ϳ出ೖޱの໾ׂを考えておきたい。
　では環状土坑列の築଄目తはԿであΖう͔。環状土坑列の಺֎にはப穴となりうる小土坑がෳ਺あるの
みである。小土坑は２本１૊となりそうな഑列もあるが、建物跡やࡤ列跡として૊むことは೉しい。集落
の֎ԑに分布する竪穴建物跡と環状土坑列との間には、礫床木棺墓や木棺墓͔らなる墓域が１͔所の他、
面తに土器等が集中する部分（4205・4206）や、土坑上部に土器を一ׅ埋ೲする遺構（4207・4,265）が
あり、いͣれも༻్はෆ明である。
　本調査では集落಺の࠷もඪ高の高い地఺に環状土坑列が位置し、墓域や遺物集中といった特घな遺構܈
がその周囲にあり、それらを竪穴建物跡等の日ৗۭ間が取り囲Μでいる集落景観がಡみ取れる。ͭ·り、環
状土坑列は、その಺部でࣥり行われる祭祀等のඇ日ৗత行ҝの場を、木பで囲៴する໾ׂがあったと考える。
　このような遺構にࣅた事例が存在する。܈അ県高࡚市（چଟ野٢܊井町）ਆ保෋࢜௩遺跡の土坑܈であ
る（܈അ県埋文 1993）。時期は弥生時代中期中༿で、土坑͔܈ら出土した土器はຏফ縄文が特௃తでʮ৽
保෋࢜௩ࣜ土器ʯとࣜܕઃ定されている。30 の土坑のうͪ、26ج 、がٰྕ上のൺֱతඪ高の高い場所でج
΄΅等高線に沿うように約 30 ̼のԁ形に഑置している。֤土坑の形状はԁ形あるいはやや長ԁ形で大き
さは１̼前後のものが主ମであり、大きなものは２̼を測る。ਂさは 0�3～1�3 ̼ఔで、遺物ྔのଟい土坑
でも׬形品はなく、ഁ片が主ମを઎めていて、౰֘期の࠶૴墓とはੑ֨がҟなるとされている（前ڮ市他

2014）。৽保෋࢜௩遺跡の東に位置するਆ保Լᑍ遺跡では、؇や͔なࣼ面地で中期前半期の土坑 11 が約ج
30 ̼のԁ形に८る（܈അ県埋文 1992）。いͣれの土坑܈も周囲にॅډ跡は検出されていない。南大原遺跡
の集落が։࢝される時期より年代తに૎るが、土坑ن໛やඪ高の高い位置で等高線に沿ってԁ形に८る఺
等、本遺跡の環状土坑列とڞ௨఺はଟい。集落͔ら཭れた場所にཱ地する特घੑも஫目される。
　·た、田村ྑরは南関東のਆಸ川県や千༿県で弥生時代後期の集落跡で͝く·れに検出される、小ப穴
が௚̑ܘ～̼̒の΄΅ਖ਼ԁ形にめ͙る遺構をʮ環状ப穴列ʯとして、ڌ఺త集落಺の祭場を囲៴するʮۄ
֞（ਸ਼֞）ʯとみる（田村 2020）。そして集落಺のཱ地として、大ډॅܕ・方形周溝墓・掘ཱப建物（高床૔

ఠしている。本遺跡では環状土坑列南列の南̼̒に、長さがࢦ等の遺構がີ઀に関わることを（ݿ 10 ̼
を௒す௒大ܕ竪穴建物跡 4#30（4#11・12）がۙ在していて、田村のいうट長のॅ·いとその祭祀場とい
う関ੑ܎も、環状土坑列をཧղする上で考ྀす΂きࢹ఺といえよう。
　環状土坑列南列の出ೖޱ施ઃのあり方は、縄文൩期の環状木ப列にࣅた事例として、ࠨӈ対শの൘状木
ப２ຕが環状の֎側に付ଐするタΠϓ（金୔市νΧϞリ遺跡・ถઘ遺跡）がある（金୔市ڭҕ 本ࢁ・1983 2009）。
　いͣれも時期తな໰୊はあるが、ྨ例の๡しい特घ遺構の構଄や目తを想定する上でॏ要なखֻ͔りで
ある。過去の調査例͔らの掘りىこしもؚめ、ྨ例の૿加が๬·れる。
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ୈ̏અ　弥生時代の鉄器加工

　４次調査では、弥生時代中期後半というશࠃతにもૣいஈ֊の、集落಺にお͚る鉄器加工のՄೳੑがࢦ
ఠされた10。それは報告書作成ஈ֊で出土遺構や遺物を分ྨ検౼していく過ఔでಋき出されたものであっ
たこと͔ら、今回の調査では関܎する遺構や遺物の検出に࠷ળをਚくした。そのため、竪穴建物跡の床面
付ۙの土はશてふるいにֻ͚、ྗڧな࣓ྗを࣋ͭωΦδϜ࣓石による࣓ண確認作業をࢼみた݁Ռ、ෳ਺の
建物跡͔ら鉄製品や小鉄片が発見された。
　鉄製品２఺は小ܕ౛ࢠのະ製品であるՄೳੑが高い。小鉄片は౰時の鉄器加工でഉ出される࢒片とࢦఠ
されるࢿྉである。·た加工۩のՄೳੑがある石器やϑΠΰ関࿈と想定される焼成粘土塊も৽たに出土し、
本遺跡にお͚る鉄器加工を૯合తに考࡯しうるࢿྉがଗった。
　ここでは、それらが出土した竪穴建物跡の特௃を੔ཧし、その構଄を考࡯したい。千曲川流域にお͚る
中期後半期の一般తな竪穴建物跡の場合、大きさが４～̼̒で、֎形がԁ形やପԁ形、۱ؙ方形をఄし、
主பは４本～̒本で、床面中央のややԞนدりにઙいࡼ状の࿍が１جある。本遺跡でも 4#19 や 4#20 と
いった、典ܕతな竪穴建物跡も検出されている。
　それらに対し、床面中央に࿍ではなく、ϐοτを࣋ͭ竪穴建物跡がෳ਺検出された。4#18、4#24、
4#29 は現場ஈ֊でそのϐοτを確認し、ʮ中央ϐοτʯとݺশした（ୈ̏ষୈ４અ）。中央ϐοτは建物跡
床面の中央付ۙに１جあり、ฏ面は֓Ͷପԁ形で、அ面形はᎬു状あるいは༗ஈ状の場合がଟい。大きさ
は長さ 50～80ᶲ、ਂさ 20～30ᶲఔ౓である。ϐοτ周ลの床面はඇৗにߗくక·り、床面が௚઀ඃ೤し
た部分がෳ਺見͔ͭる場合がଟい11。
　特௃తな 4#24 を見てみたい。大きさは 3�62ʷ3�30 ̼、４本主பの小Ϳりな۱ؙ方形の竪穴建物跡であ
る。௨ৗの࿍はなく、中央やや南よりにପԁ形でஅ面が༗ஈ状のʮ中央ϐοτʯを࣋ͭ。ϐοτの大きさ
は長さ 77ʷ෯ 62ʷਂさ 26ᶲで、ఈ面がߗ化し、埋土には୸化物をؚむ。中央ϐοτと主பの間の床面は
によって、ඃ೤によるม৭（分ੳ࡯土৕ബ片観）化し、部分తに੺৭化している。੺৭部分はՊֶ分ੳߗ
作༻であることが確認されている（ୈ４ষୈ̏અ）。床面付͔ۙらは小鉄片やຏ製石᭲ະ製品、石ਲ਼、ᑹ形

10　４次調査では஁໶遺構としているが、ਿࢯࢁの考࡯にैい、鉄器加工とした（ਿࢁ 2019）。
11　ඃ೤の状گは村上ګ௨ࢯの弥生時代の஁໶࿍分ྨᶙྨ（΄とΜど掘方をもたͣ、床面をその··࿍として࢖༻する状گにۙい）にࣅる

（村上 1998）。




